
土
地
改
良
事
業
（
ゆ
ず
の
郷
地
区
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業
）
計
画
を
定
め
た
の
で
、
次
の
と
お
り

関
係
書
類
を
縦
覧
に
供
す
る
。

な
お
、
こ
の
公
告
に
係
る
決
定
に
対
し
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
二
十
九
年
二
月
九
日

山
梨
県
知
事

後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

一
　
縦
覧
書
類
　
県
営
土
地
改
良
事
業
計
画
書
の
写
し

二
　
縦
覧
期
間
　
平
成
二
十
九
年
二
月
九
日
か
ら
同
年
三
月
九
日
ま
で

三
　
縦
覧
場
所
　
富
士
川
町
役
場

四
　
審
査
請
求
期
間
　
平
成
二
十
九
年
三
月
十
日
か
ら
同
月
二
十
四
日
ま
で

山
梨
県
告
示
第
二
十
四
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
峡
東
建
設
事
務

所
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
三
月
二
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
九
年
二
月
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

道
路
の

路
　
線
　
名

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

延
　
　
　
長

供
用
開
始
の

種
類

（
メ
ー
ト
ル
）

期
日

一
般
国

百
四
十
号

山
梨
市
三
富
川
浦
字
廣
瀬
一
八
一
六

一
六
四
・
九

平
成
二
十
九

道

番
一
二
地
先
か
ら

年
二
月
九
日

山
梨
市
三
富
川
浦
字
峠
沢
一
八
二
三

番
四
一
地
先
ま
で

公
　
　
　
告

建
設
業
の
廃
止
の
届
出
に
基
づ
く
許
可
の
取
消
し

許
可
を
受
け
た
建
設
業
を
廃
止
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律

第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
許
可
を
取
り
消
し
た
。

平
成
二
十
九
年
二
月
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

一
　
処
分
を
し
た
年
月
日
　
平
成
二
十
九
年
一
月
三
日

二
　
処
分
を
受
け
た
者
の
商
号
又
は
名
称
、
主
た
る
営
業
所
の
所
在
地
及
び
代
表
者
の
氏
名

１
　
商
号
又
は
名
称
　
田
中
熱
工

目
　
　
　
次

告
　
　
　
示

○
県
営
土
地
改
良
事
業
計
画
の
決
定
（
二
件
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三
三

○
道
路
の
供
用
開
始
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三
三

公
　
　
　
告

○
建
設
業
の
廃
止
の
届
出
に
基
づ
く
許
可
の
取
消
し
（
八
件
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三
三

人
事
委
員
会

○
職
員
の
任
用
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三
五

そ
　
の
　
他

○
専
門
学
校
山
梨
県
立
農
業
大
学
校
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三
五

○
土
地
収
用
法
施
行
令
に
基
づ
く
公
示
送
達
（
二
件
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三
六

告
　
　
　
示

山
梨
県
告
示
第
二
十
二
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
県
営

土
地
改
良
事
業
（
大
藤
地
区
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業
）
計
画
を
定
め
た
の
で
、
次
の
と
お
り
関
係

書
類
を
縦
覧
に
供
す
る
。

な
お
、
こ
の
公
告
に
係
る
決
定
に
対
し
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
二
十
九
年
二
月
九
日

山
梨
県
知
事

後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

一
　
縦
覧
書
類
　
県
営
土
地
改
良
事
業
計
画
書
の
写
し

二
　
縦
覧
期
間
　
平
成
二
十
九
年
二
月
九
日
か
ら
同
年
三
月
九
日
ま
で

三
　
縦
覧
場
所
　
甲
州
市
役
所

四
　
審
査
請
求
期
間
　
平
成
二
十
九
年
三
月
十
日
か
ら
同
月
二
十
四
日
ま
で

山
梨
県
告
示
第
二
十
三
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
県
営

山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
七
十
一
号
　
　
平
成
二
十
九
年
二
月
九
日

毎
週
二
回
発
行
月
曜
日
木
曜
日
　
定
価（
消
費
税
込
）一
箇
年
　
一
七
、二
八
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

三
三

山
梨
県
公
報
平
成
二
十
九
年

二
月
九
日

第
二
千
六
百
七
十
一
号

木　曜　日



２
　
主
た
る
営
業
所
の
所
在
地
　
甲
府
市
上
今
井
町
二
千
百
十
七
番
地
十

３
　
代
表
者
の
氏
名
　
田
中
正
樹

三
　
許
可
番
号
　
山
梨
県
知
事
許
可
（
般
│
二
四
）
第
九
六
七
六
号

四

処
分
の
内
容
　
熱
絶
縁
工
事
業
に
係
る
一
般
建
設
業
の
許
可
の
取
消
し

五

処
分
の
原
因
と
な
っ
た
事
実
　
平
成
二
十
八
年
十
二
月
七
日
付
け
で
四
に
掲
げ
る
建
設
業
を
廃
止

し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

建
設
業
の
廃
止
の
届
出
に
基
づ
く
許
可
の
取
消
し

許
可
を
受
け
た
建
設
業
を
廃
止
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律

第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
許
可
を
取
り
消
し
た
。

平
成
二
十
九
年
二
月
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

一
　
処
分
を
し
た
年
月
日
　
平
成
二
十
九
年
一
月
三
日

二
　
処
分
を
受
け
た
者
の
商
号
又
は
名
称
、
主
た
る
営
業
所
の
所
在
地
及
び
代
表
者
の
氏
名

１
　
商
号
又
は
名
称
　
い
ろ
は
建
設

２
　
主
た
る
営
業
所
の
所
在
地
　
南
都
留
郡
忍
野
村
忍
草
三
千
四
十
三
番
地
十
一

３
　
代
表
者
の
氏
名
　
大
森
康
陽

三
　
許
可
番
号
　
山
梨
県
知
事
許
可
（
般
│
二
七
）
第
九
九
〇
八
号

四

処
分
の
内
容
　
土
木
工
事
業
、
と
び
・
土
工
工
事
業
、
石
工
事
業
、
鋼
構
造
物
工
事
業
、
舗
装
工

事
業
、
し
ゅ
ん
せ
つ
工
事
業
及
び
水
道
施
設
工
事
業
に
係
る
一
般
建
設
業
の
許
可
の
取
消
し

五

処
分
の
原
因
と
な
っ
た
事
実
　
平
成
二
十
八
年
十
二
月
六
日
付
け
で
四
に
掲
げ
る
建
設
業
を
廃
止

し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

建
設
業
の
廃
止
の
届
出
に
基
づ
く
許
可
の
取
消
し

許
可
を
受
け
た
建
設
業
を
廃
止
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律

第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
許
可
を
取
り
消
し
た
。

平
成
二
十
九
年
二
月
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

一
　
処
分
を
し
た
年
月
日
　
平
成
二
十
九
年
一
月
二
十
三
日

二
　
処
分
を
受
け
た
者
の
商
号
又
は
名
称
、
主
た
る
営
業
所
の
所
在
地
及
び
代
表
者
の
氏
名

１
　
商
号
又
は
名
称
　
石
井
建
設
株
式
会
社

２
　
主
た
る
営
業
所
の
所
在
地
　
上
野
原
市
棡
原
六
十
三
番
地

３
　
代
表
者
の
氏
名
　
石
井
敬
二

三
　
許
可
番
号
　
山
梨
県
知
事
許
可
（
般
│
二
五
）
第
三
一
七
六
号

四

処
分
の
内
容
　
鋼
構
造
物
工
事
業
、
し
ゅ
ん
せ
つ
工
事
業
及
び
塗
装
工
事
業
に
係
る
一
般
建
設
業

の
許
可
の
取
消
し

五

処
分
の
原
因
と
な
っ
た
事
実
　
平
成
二
十
九
年
一
月
十
七
日
付
け
で
四
に
掲
げ
る
建
設
業
を
廃
止

し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

建
設
業
の
廃
止
の
届
出
に
基
づ
く
許
可
の
取
消
し

許
可
を
受
け
た
建
設
業
を
廃
止
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律

第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
許
可
を
取
り
消
し
た
。

平
成
二
十
九
年
二
月
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

一
　
処
分
を
し
た
年
月
日
　
平
成
二
十
九
年
一
月
二
十
三
日

二
　
処
分
を
受
け
た
者
の
商
号
又
は
名
称
、
主
た
る
営
業
所
の
所
在
地
及
び
代
表
者
の
氏
名

１
　
商
号
又
は
名
称
　
株
式
会
社
坂
本
工
務
所

２
　
主
た
る
営
業
所
の
所
在
地
　
北
杜
市
高
根
町
村
山
北
割
三
千
百
七
十
一
番
地

３
　
代
表
者
の
氏
名
　
坂
本
雄
一

三
　
許
可
番
号
　
山
梨
県
知
事
許
可
（
般
│
二
四
）
第
五
四
六
七
号

四

処
分
の
内
容
　
建
築
工
事
業
、
大
工
工
事
業
、
屋
根
工
事
業
、
タ
イ
ル
・
れ
ん
が
・
ブ
ロ
ッ
ク
工

事
業
及
び
内
装
仕
上
工
事
業
に
係
る
一
般
建
設
業
の
許
可
の
取
消
し

五

処
分
の
原
因
と
な
っ
た
事
実
　
平
成
二
十
九
年
一
月
十
七
日
付
け
で
四
に
掲
げ
る
建
設
業
を
廃
止

し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

建
設
業
の
廃
止
の
届
出
に
基
づ
く
許
可
の
取
消
し

許
可
を
受
け
た
建
設
業
を
廃
止
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律

第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
許
可
を
取
り
消
し
た
。

平
成
二
十
九
年
二
月
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

一
　
処
分
を
し
た
年
月
日
　
平
成
二
十
九
年
一
月
二
十
三
日

二
　
処
分
を
受
け
た
者
の
商
号
又
は
名
称
、
主
た
る
営
業
所
の
所
在
地
及
び
代
表
者
の
氏
名

１
　
商
号
又
は
名
称
　
秋
山
建
設
株
式
会
社

２
　
主
た
る
営
業
所
の
所
在
地
　
上
野
原
市
秋
山
二
千
三
百
九
十
九
番
地

３
　
代
表
者
の
氏
名
　
奈
良
田
伸
一

三
　
許
可
番
号
　
山
梨
県
知
事
許
可
（
特
│
二
八
）
第
九
五
六
七
号

四

処
分
の
内
容
　
建
築
工
事
業
に
係
る
特
定
建
設
業
の
許
可
の
取
消
し

五

処
分
の
原
因
と
な
っ
た
事
実
　
平
成
二
十
九
年
一
月
十
七
日
付
け
で
四
に
掲
げ
る
建
設
業
を
廃
止

山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
七
十
一
号
　
　
平
成
二
十
九
年
二
月
九
日

三
四



し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

建
設
業
の
廃
止
の
届
出
に
基
づ
く
許
可
の
取
消
し

許
可
を
受
け
た
建
設
業
を
廃
止
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律

第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
許
可
を
取
り
消
し
た
。

平
成
二
十
九
年
二
月
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

一
　
処
分
を
し
た
年
月
日
　
平
成
二
十
九
年
一
月
三
十
日

二
　
処
分
を
受
け
た
者
の
商
号
又
は
名
称
、
主
た
る
営
業
所
の
所
在
地
及
び
代
表
者
の
氏
名

１
　
商
号
又
は
名
称
　
安
藤
板
金
工
業
所

２
　
主
た
る
営
業
所
の
所
在
地
　
南
ア
ル
プ
ス
市
西
南
湖
四
千
三
百
九
十
九
番
地

３
　
代
表
者
の
氏
名
　
安
藤
和
彦

三
　
許
可
番
号
　
山
梨
県
知
事
許
可
（
般
│
二
八
）
第
五
六
六
二
号

四

処
分
の
内
容
　
屋
根
工
事
業
及
び
板
金
工
事
業
に
係
る
一
般
建
設
業
の
許
可
の
取
消
し

五

処
分
の
原
因
と
な
っ
た
事
実
　
平
成
二
十
九
年
一
月
二
十
三
日
付
け
で
四
に
掲
げ
る
建
設
業
を
廃

止
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

建
設
業
の
廃
止
の
届
出
に
基
づ
く
許
可
の
取
消
し

許
可
を
受
け
た
建
設
業
を
廃
止
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律

第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
許
可
を
取
り
消
し
た
。

平
成
二
十
九
年
二
月
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

一
　
処
分
を
し
た
年
月
日
　
平
成
二
十
九
年
一
月
三
十
日

二
　
処
分
を
受
け
た
者
の
商
号
又
は
名
称
、
主
た
る
営
業
所
の
所
在
地
及
び
代
表
者
の
氏
名

１
　
商
号
又
は
名
称
　
有
限
会
社
椚
設
備

２
　
主
た
る
営
業
所
の
所
在
地
　
笛
吹
市
八
代
町
南
八
百
四
十
四
番
地

３
　
代
表
者
の
氏
名
　
椚
高
史

三
　
許
可
番
号
　
山
梨
県
知
事
許
可
（
般
│
二
五
）
第
七
六
〇
七
号

四

処
分
の
内
容
　
管
工
事
業
に
係
る
一
般
建
設
業
の
許
可
の
取
消
し

五

処
分
の
原
因
と
な
っ
た
事
実
　
平
成
二
十
九
年
一
月
二
十
四
日
付
け
で
四
に
掲
げ
る
建
設
業
を
廃

止
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

建
設
業
の
廃
止
の
届
出
に
基
づ
く
許
可
の
取
消
し

許
可
を
受
け
た
建
設
業
を
廃
止
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律

第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
許
可
を
取
り
消
し
た
。

平
成
二
十
九
年
二
月
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

一
　
処
分
を
し
た
年
月
日
　
平
成
二
十
九
年
一
月
三
十
日

二
　
処
分
を
受
け
た
者
の
商
号
又
は
名
称
、
主
た
る
営
業
所
の
所
在
地
及
び
代
表
者
の
氏
名

１
　
商
号
又
は
名
称
　
加
々
美
鉄
工
所

２
　
主
た
る
営
業
所
の
所
在
地
　
富
士
吉
田
市
大
明
見
二
丁
目
三
十
五
番
一
号

３
　
代
表
者
の
氏
名
　
加
々
美
宗
吾

三
　
許
可
番
号
　
山
梨
県
知
事
許
可
（
般
│
二
八
）
第
八
二
八
六
号

四

処
分
の
内
容
　
建
築
工
事
業
、
大
工
工
事
業
、
屋
根
工
事
業
、
タ
イ
ル
・
れ
ん
が
・
ブ
ロ
ッ
ク
工

事
業
、
鋼
構
造
物
工
事
業
及
び
内
装
仕
上
工
事
業
に
係
る
一
般
建
設
業
の
許
可
の
取
消
し

五

処
分
の
原
因
と
な
っ
た
事
実
　
平
成
二
十
九
年
一
月
二
十
五
日
付
け
で
四
に
掲
げ
る
建
設
業
を
廃

止
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

人
事
委
員
会

山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
一
号

職
員
の
任
用
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
九
年
二
月
九
日

山
梨
県
人
事
委
員
会

委
員
長

小
　
　
俣
　
　
二
　
　
也

職
員
の
任
用
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

職
員
の
任
用
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
九
年
山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
四
警
察
官
採
用
試
験
Ａ
の
項
及
び
警
察
官
採
用
試
験
Ｂ
の
項
中
「
満
三
十
歳
」
を
「
満
三
十

三
歳
」
に
改
め
る
。

別
表
第
七
中
第
四
号
を
削
り
、
第
五
号
を
第
四
号
と
す
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

そ
　
の
　
他

専
門
学
校
山
梨
県
立
農
業
大
学
校
管
理
者
規
程
第
一
号

専
門
学
校
山
梨
県
立
農
業
大
学
校
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
九
年
二
月
九
日

山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
七
十
一
号
　
　
平
成
二
十
九
年
二
月
九
日

三
五



専
門
学
校
山
梨
県
立
農
業
大
学
校
管
理
者

山
梨
県
農
政
部
長

大
　
　
熊
　
　
規
　
　
義

専
門
学
校
山
梨
県
立
農
業
大
学
校
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

専
門
学
校
山
梨
県
立
農
業
大
学
校
学
則
（
平
成
二
十
年
専
門
学
校
山
梨
県
立
農
業
大
学
校
管
理
者
規

程
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
授
業
料
及
び
入
学
検
定
料
」
を
「
授
業
料
、
入
学
料
及
び
入
学
検
定
料
」
に
改
め
る
。

第
七
章
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
七
章
　
授
業
料
、
入
学
料
及
び
入
学
検
定
料

（
授
業
料
等
）

第
二
十
条
　
授
業
料
、
入
学
料
及
び
入
学
検
定
料
の
額
並
び
に
徴
収
方
法
に
つ
い
て
は
、
専
門
学
校
山

梨
県
立
農
業
大
学
校
授
業
料
、
入
学
料
及
び
入
学
検
定
料
条
例
（
平
成
十
九
年
山
梨
県
条
例
第
五
十

二
号
）
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

附
　
則

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

土
地
収
用
法
施
行
令
に
基
づ
く
公
示
送
達

土
地
収
用
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
四
十
二
号
）
第
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
公
示
送
達
を
行
う
。

な
お
、
送
達
す
べ
き
書
類
は
、
山
梨
県
収
用
委
員
会
事
務
局
（
山
梨
県
県
土
整
備
部
県
土
整
備
総
務

課
内
）
に
保
管
し
て
あ
る
の
で
、
送
達
を
受
け
る
べ
き
者
に
い
つ
で
も
交
付
す
る
。
当
該
者
が
当
該
書

類
の
交
付
を
受
け
な
い
と
き
は
、
平
成
二
十
九
年
三
月
一
日
の
終
了
を
も
っ
て
そ
の
書
類
の
送
達
が
あ

っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。

平
成
二
十
九
年
二
月
九
日

山
梨
県
収
用
委
員
会

会
　
長

深
　
　
澤
　
　
一
　
　
郎

一
●
事
件
名
●
一
般
国
道
百
四
十
号
改
築
工
事
（
西
関
東
連
絡
道
路
・
山
梨
県
山
梨
市
大
字
万
力
字
寺

之
前
地
内
か
ら
同
市
大
字
万
力
字
相
干
場
地
内
ま
で
及
び
同
市
大
字
東
字
荒
神
山
地
内
か
ら
同
市
大

字
東
字
下
河
原
地
内
ま
で
）
並
び
に
こ
れ
に
伴
う
市
道
及
び
農
業
用
水
路
付
替
工
事

二
　
送
達
書
の
名
称
　
平
成
二
十
九
年
二
月
二
日
付
け
更
正
決
定
書
の
正
本

三
　
送
達
を
受
け
る
べ
き
者
　
別
表
の
と
お
り

四
　
公
示
送
達
に
係
る
土
地
の
所
在
及
び
地
番
　
山
梨
県
山
梨
市
東
字
下
河
原
六
十
八
番
三

五
　
公
示
送
達
に
係
る
掲
示
の
事
実

１
　
掲
示
さ
れ
て
い
る
場
所
　
山
梨
県
庁
東
側
掲
示
板

２
　
掲
示
を
始
め
た
日
　
平
成
二
十
九
年
二
月
九
日

別
表土

地
収
用
法
施
行
令
に
基
づ
く
公
示
送
達

土
地
収
用
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
四
十
二
号
）
第
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
公
示
送
達
を
行
う
。

な
お
、
送
達
す
べ
き
書
類
は
、
山
梨
県
収
用
委
員
会
事
務
局
（
山
梨
県
県
土
整
備
部
県
土
整
備
総
務

課
内
）
に
保
管
し
て
あ
る
の
で
、
送
達
を
受
け
る
べ
き
者
に
い
つ
で
も
交
付
す
る
。
当
該
者
が
当
該
書

類
の
交
付
を
受
け
な
い
と
き
は
、
平
成
二
十
九
年
三
月
一
日
の
終
了
を
も
っ
て
そ
の
書
類
の
送
達
が
あ

っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。

平
成
二
十
九
年
二
月
九
日

山
梨
県
収
用
委
員
会

会
　
長

深
　
　
澤
　
　
一
　
　
郎

一
●
事
件
名
●
一
般
国
道
百
四
十
号
改
築
工
事
（
西
関
東
連
絡
道
路
・
山
梨
県
山
梨
市
大
字
万
力
字
寺

之
前
地
内
か
ら
同
市
大
字
万
力
字
相
干
場
地
内
ま
で
及
び
同
市
大
字
東
字
荒
神
山
地
内
か
ら
同
市
大

字
東
字
下
河
原
地
内
ま
で
）
並
び
に
こ
れ
に
伴
う
市
道
及
び
農
業
用
水
路
付
替
工
事

二
　
送
達
書
の
名
称
　
平
成
二
十
九
年
二
月
二
日
付
け
更
正
決
定
書
の
正
本

三
　
送
達
を
受
け
る
べ
き
者
　
別
表
の
と
お
り

山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
七
十
一
号
　
　
平
成
二
十
九
年
二
月
九
日

三
六



四
　
公
示
送
達
に
係
る
土
地
の
所
在
及
び
地
番
　
山
梨
県
山
梨
市
東
字
下
河
原
八
十
一
番
三

五
　
公
示
送
達
に
係
る
掲
示
の
事
実

１
　
掲
示
さ
れ
て
い
る
場
所
　
山
梨
県
庁
東
側
掲
示
板

２
　
掲
示
を
始
め
た
日
　
平
成
二
十
九
年
二
月
九
日

別
表

山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
七
十
一
号
　
　
平
成
二
十
九
年
二
月
九
日

三
七



発
行
者
　
　
山
　
梨
　
県
　
　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
　
　
　
　
印
刷
所
　
㈱
サ
ン
ニ
チ
印
刷
　
甲
府
市
北
口
二
丁
目
六
番

山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
七
十
一
号
　
　
平
成
二
十
九
年
二
月
九
日

三
八


